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日本の鳥類群集の変遷
安田雅俊・)1路則友(森林総合研究所)・福井晶子・金井裕(日本野鳥の会)
近年，日本各地で繁殖期の鳥類群集の変化，特に夏鳥の減少が報告されている.夏鳥の
減少の証拠として， (1)センサスで得られた対象種のつがい数や観察頻度等の量的な指標が
経時的に低下していることを示した報告， (2)ある地点の長年の観察記録をもとに，対象種
が観察されなくなった時期を特定した報告， (3)対象種の生息、が確認された地点の割合が経
時的に減少していることを示した報告などがある.これらの知見から，日本では1980年代
半ばまでに全国的な夏烏の減少・消失が起き，その後回復していないことが示唆されてい
る.夏鳥の減少の原因としては， (1)越冬地(東南アジア)の生息環境の悪化一特に熱帯林の
大規模な消失との関係， (2)繁殖地(日本)の生息環境の悪化一特に森林の変化との関係， (3) 
渡りの経路の環境の変化， (4)温暖化による渡りと繁殖のタイミングの混乱等が指摘されて
いるが，群集生態学や景観生態学の視点からの研究はほとんどなされておらず，アジアの
夏烏の減少要因の解明は進んでいない.そこで，本報告では，繁殖期の鳥類群集を対象と
したセンサス調査や探鳥会などのうち， 20年以上の長期の記録がある既存の資料を解析し，
鳥類群集の変遷のパターンを検出することを試みた.
調査地と調査年は，岩手県滝沢(1970-1996年;由井 1983，由井ら1997)，栃木県戸祭山
(1971-1995年;平野 1996)，長野県戸隠高原(1952-1995年;中村と中村 1996)，および東京
都高尾山(1940-1999年 Mcclure1977，日本野鳥の会)である.岩手と栃木は，欠測年はあ
るが年ごとの調査に基づいた資料である.一方，長野と東京は数年分の観察記録をまとめ
た年代ごとの資料である.鳥種の出現記録(在不在の情報)から，群集の種構成の類似度と
して，相関係数の一つで、あるPearsonのφ係数を計算した
種数をみると，岩手では1970-1986年の聞は27-34種で安定していたが， 1987-1996 
年の聞は20-26種に減少した.栃木については調査期間中の種数の減少はほとんどなく
13-21種で、あった.長野では1950年代から1980年代までは65-70種で安定していたが， 1990 
年代に58種に減少した東京では1940年代の54種から1950年代41種， 1960年代37種， 1990 
年代30種と漸減した
種構成の類似度の時間的変化は種数とは異なる傾向を示した.調査開始時の群集に対す
るその後の調査のφ係数をみると，どの調査地でも，調査開始時から1990年前後までは一
貫して値が減少し，その値がマイナスとなった地点もあった.その後(1990-2000年)は，い
くつかの地点で、はφ係数の値はやや上昇した. φ係数の単調な減少は，群集内の一部の鳥
種の消失と，群集への新しい鳥種の付加が徐々に起こり，種組成が継続的に変化したこと
を意味している.以上のように，今回用いた解析方法は，鳥類群集の長期的な変遷のパタ
ーンを抽出する有効な手法であることが示唆された.
全国的に減少傾向が顕著な夏鳥であるサンコウチョウを例にとると，岩手では1970-1986
32 
年 の 聞 は 連 年 観 察 さ れ た が ， そ の 姿 は 1987年 以 降 1995年 ま で 見 ら れ な く な り ， そ の 後 ， 調
査 期 間 の 終 わ り の 1996年 に 再 び 観 察 さ れ た . 栃 木 で は 1971-1977年 の 聞 は 連 年 観 察 さ れ た が ，
1978 年 以 降 観 察 さ れ な く な っ た . 東 京 で は 1940-1960年 代 に は 観 察 さ れ た が ， 1990年 代 に は
観 察 さ れ な く な っ た . サ ン シ ョ ウ ク イ も 同 様 な 傾 向 を 示 し た . こ れ ら 東 日 本 の 少 数 の 事 例
か ら も ， 森 林 で 主 に 繁 殖 し 昆 虫 を 餌 と す る 夏 鳥 の 一 部 で ， 1970年 代 終 わ り か ら 1980年 代 に
か け て 広 域 的 な 消 失 が 起 き た こ と が 再 確 認 さ れ た . 今 後 ， 全 国 的 に 調 査 地 点 を 増 や し ， 同
じ 手 法 に よ り 解 析 を 進 め る 必 要 が あ る .
そ れ ぞ れ の 資 料 で は ， 鳥 類 群 集 の 時 間 的 変 化 は ， そ の 地 域 の 森 林 の 変 化 ( 植 林 率 の 増 加 や
周 囲 の 都 市 化 等 ) に 起 因 す る と し て い る が ， 食 性 や 環 境 選 好 性 が 似 て い る 鳥 種 間 で も 時 間 的
変 化 の パ タ ー ン が 異 な っ て お り ， そ れ だ け で は す べ て の 説 明 は 困 難 で あ る と 考 え ら れ た .
主 に 森 林 で 繁 殖 し ， 見 虫 を 餌 と す る 夏 鳥 の 一 部 で 特 徴 的 な 減 少 傾 向 が み ら れ る こ と か ら ，
そ の 要 因 の 解 明 に は ， 越 冬 地 で あ る 東 南 ア ジ ア や 渡 り の 経 路 で あ る 東 ア ジ ア の 植 生 の 変 化 ，
繁 殖 地 で あ る 日 本 の 森 林 の 変 化 ， な ら び に 餌 と な る 昆 虫 類 の 現 存 量 等 の 変 化 を 過 去 に 遡 っ
て 定 量 的 に 推 定 し ， そ れ ら の 相 対 的 な 重 要 性 の 度 合 い を 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る .
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